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研究成果概要 
令和 7 年度も前年度に引き続き、大型低温重力波望遠鏡 KAGRA を米国 LIGO および欧

州 Virgo と連携した国際重力波観測網の一部として運用するための、システムの準備・

整備および運用体制の強化を実施した。 

同年度は、KAGRA は 6 月まで干渉計の感度向上作業を行い、その後 6月から 11 月まで

の間、第四次観測後半 O4c に参加した。O4c で KAGRA の観測データは低遅延で再構成・

較正され、即時に転送されて LIGO および Virgo と共有された。 

将来的には、KAGRA の観測データを LIGO・Virgo のデータと統合し、中遅延解析や低

遅延解析・低遅延アラートに活用する体制の確立を目指す。令和 7 年度の取り組みは、

その目標達成に向けた準備段階として重要な成果となった。 
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